
半数近くが近いうちに大震災が起こると考えている一方で、
防災意識は徐々に薄れてきている

半数の人が
「防災意識」が薄れている

■東日本大震災後の防災意識の変化

直後は
高まったが、

徐々に
薄れている

震災前から
意識し、

持続している

震災をきっかけに
防災意識は高まり、
現在も持続

その他 ０.７％

約半数の人が
「近いうちに起こる」と感じている

■大震災はまた近いうちに起ると思いますか

近いうちに
かならず起こる

４５.８％

２７.３％

しばらくは
起こらないと思う

６.８％

当分の間は
起こらないと思う

分からない

２０.１％

しかし

５０.２％

１４.３％

１７.４％

１７.４％

震災後も
あまり防災を
意識していない

（東京圏・関西在住の方１０４０名 ２０１３年７月 パナソニック調べ）

【表１】 【表２】



７割以上は災害への備えが
不十分と感じている

災害の備えは
「西低東高」

■災害の対策状況 ■災害の対策状況（居住地別 ２０１３年）

不十分６７.９％

関西の方が
やや備えが不十分

さらに

備えは
不十分である

３２.８％

どちらかというと
備えは不十分である

３９.９％

ある程度は
備えが
できている

２４.６％

十分に備えは
できている

０.４％

どちらともいえない２.３％

東京圏
（５２０名）

関西
（５２０名）

ある程度備えが
できている

どちらかというと
備えは不十分である

備えは
不十分である

どちらとも
いえない ２.１％

十分に備えは
できている ０.８％

どちらとも
いえない ２.５％

３０.０％

１９.２％

４１.０％ ２６.９％

３８.８％ ３８.７％

不十分７７.５％

（東京圏・関西在住の方１０４０名 ２０１３年７月 パナソニック調べ）

【表４】【表３】



情報、
電源、あかりを
重視している人が

多い

震災時にまず確保すべきものは？
（上位３位まで）

飲料水

食料

情報

日用品

電源

あかり

医薬品

燃料

衣類

自動車

１位 ２位 ３位

７９.３％ １４.３％

３.８％

７.９％ ５８.５％ １５.９％

７.７％ １０.７％ ２５.９％

３.０％

１６.１％

０.２％

１２.０％
１.５％

４.８％
２.３％

１０.８％
４.４％

０.４％

１.４％
６.２％

０.４％

１.３％

４.６％

０.３％

０.９％

３.６％

０.４％

０.８％

（ティッシュ・トイレットペーパー等）

（東京圏・関西在住の方１０４０名 ２０１３年７月 パナソニック調べ）

【表５】

防災用品に対する考え方は？

日常使いできる
防災用品へのニーズが高い

防災専用でも
必要なものは
準備すべき

４４.９％

防災用だけで
準備するのは
もったいない

３.７％

その他 ０.２％

日常生活でも
使える防災用品なら
準備してもよい

４５.９％

５.４％

そもそも
防災用品など
必要ない

【表６】


